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副会頭と各支部の運営委員が意見交換

ノーベル化学賞のキーマテリアル“MOF”の可能性を考える

正副支部長・運営委員会議

新技術活用ミートアップ

　各地域を代表する企業や団体で構成する支部運営委員の
連絡会議を開催した。
　東神戸支部（中島洋人支部長）には藤岡副会頭、中央支
部（今津由雄支部長）には高田副会頭、西神戸支部（松田
幸治支部長）には吉井副会頭がそれぞれ出席し、各企業・
団体の取り組みや管内の景況感について意見交換を行った。
　各地域の運営委員からは、原材料費や人件費の高騰、深
刻な人手不足に加え、中東情勢悪化による悪影響への懸念
などの経営課題が報告された。

　また、各社・団体の特徴的な取り組みとして、万博や人
気キャラクターとのコラボ商品販売による売上増加やAIレ
ジ導入による業務効率の向上、地域活性化に向けた“三宮
VS元町綱引き大会”の実施などが紹介された。
　各副会頭からは、「地域のキーマンを中心にさらなる活
性化を進めてほしい」「神戸らしさを残しながら都心再開
発に取り組むことが重要」「中東情勢は予断を許さないが、
政府の対策をうまく活用してほしい」など、各地域の牽引
役である運営委員にエールを送った。

　新事業・イノベーション創出委員会は、会員企業のイノ
ベーション創出支援の一環として、新技術や関連サービス
を紹介するミートアップイベントを開催している。
　今回は、ノーベル化学賞を受賞した京都大学特別教授
の北川進氏の研究を基盤とした多孔性金属錯体「PCP/
MOF」技術の最新動向とそのビジネス活用をテーマに、㈱
Atomis代表取締役CEOの浅利大介氏を講師に迎え、技術
の概要と今後のビジネスチャンスについて説明を聞いた。
　浅利氏は、分子レベルの穴でガスを自在に操るMOFの研

究の歴史や素材の特長を解説し、安全かつ低コストでMOF
素材を量産化する事業、次世代高圧ガス容器を活用したガ
スの流通やCO2をメタノールなどに変換するインパクト事
業などの具体的な取り組みを紹介した。また、「強みはAI
を活用した最適設計と量産化技術。スタートアップとして
社会実装を加速させたい」と意欲を示した。
　参加者からは、「MOFの基礎知識から様々な研究分野
への応用の可能性まで理解できた。今後の連携を模索した
い」との声が聞かれた。

DXが生んだ “想定外の成果” 現場力・採用力の向上

DXで実現する創業100年企業の新たな進化
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事例1

事例2

　当社は社員数52名で、建築現場向け
の塗料販売を行うほか販売管理ソフトの
開発を手掛けています。そこで蓄積した
データ基盤を生かし、5年ほど前からDX
に着手しました。
　職人さん向けアプリではいつでも在庫
確認、発注などができます。ITツールの
扱いに慣れていない職人さんに対しては
個別指導を行い、浸透を図りました。ま
た、社内アプリでは、営業担当が社外か
ら伝票発行や発注、お客様情報の確認が
出来るようなり、お客様対応のスピード
アップにつながりました。

　このほか、営業教育のロールプレイを
生成AIに任せることで、先輩が時間を
取って教える手間が省け、新入社員も
納得いくまで練習できるようになりまし
た。社員のDXリテラシー向上を目的にIT
テストを定期的に実施しているほか、AI
活用事例の優秀者表彰も行っています。
　DX推進で業務削減できた時間を訪問や
提案活動に充てることで社員1人当たり
の利益額も増えました。今後は塗装業界
全体のDXを推進するプラットフォームへ
と進化させていくことが目標です。

　当社は社員数50名の総合建設会社で
す。2022年にDX推進部を発足し、現場
の小さな不便を解消するDXから着手しま
した。
　まずは現場の完全ペーパーレス化を進
め、施工管理アプリを導入したタブレッ
トを全員に貸与。建設ディレクターが複
数現場の書類業務を一括処理する体制に
転換しました。その結果、時間外労働時
間は月平均21時間から7時間に削減、紙
の使用量も約80%削減するなど、働き方
改革とカーボンニュートラルを同時に実
現しました。この取り組みは国土交通省

の「働き方改革の実現に向けた効率的な
建設工事の促進事業」の優良事例に選定
され、ひょうごSDGsコンテストでは建
設業で唯一、優秀賞を受賞しました。
　また、DXの成果を社外に発信したこと
で学生の関心が高まりました。3Dモデル
作成を体験できるインターンシップには
毎月3名以上の応募があり、未経験者の
採用にもつながっています。
　DXを単なる業務効率化で終わらせず、
「現場力」と「採用力」を高める経営戦
略として、今後も推進していきます。

DX事例を紹介

※3月9日に開催した「先進事例に学ぶ！DX経営戦略セミナー」で
　事例発表を行った2社をご紹介します。
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インド進出の可能性を探る

神戸で進む
再開発プロジェクトを知る

兵庫経済の発展に向けた
連携強化を確認

部活動の地域展開と企業参入の状況を学ぶ

神戸空港国際化を機とした
都市戦略を考える

若手社員の成長を促進する
指導法を学ぶ

インド経済セミナー

令和7年度支社長・支店長懇談会

兵庫県・兵庫県議会との懇談会

神戸スポーツ産業懇話会  特別公開セミナー

第30回神戸経済経営フォーラム

「今どき」部下のマネジメントに必要な思考と指導方法

　国際ビジネス委員会は、在大阪・神戸インド総領事館、
ジェトロ神戸、日本インド文化経済センターとの共同主催
で、14億人の人口を抱える巨大な成長国として注目を集め
るインドをテーマにセミナーを開催した。
　基調講演では、在大阪・神戸インド総領事のチャンド
ル・アッパル氏が登壇し、インド経済の成長性や日系企業
進出の親和性について解説。あわせて、インド進出企業4社
による事例紹介やパネルディスカッションを実施した。
　終了後には、インド料理を振る舞う交流会を実施し、主
催者や登壇者、参加者の間で活発な意見交換が行われた。

　神戸市内に支社・支店を置く会員事業所を対象に支社
長・支店長懇談会を開催した。
　第一部の講演会では、「神戸の未来に向けた持続可能な
大都市経営」をテーマに、神戸市副市長の小松恵一氏が登
壇。小松氏は、三宮・ウォーターフロントエリアの再整備
計画や郊外拠点駅の再整備事業など、都心部の魅力向上に
関する施策から市民の居住環境向上策に至るまで、神戸市
の重点施策を幅広く説明した。
　第二部の交流会では、役員・議員も含めた参加者間で活
発な意見交換が行われ、会員交流の輪が広がった。

　行政と議会、経済界のトップによる地域経済の活性化に
向けた意見交換の場として、兵庫県・兵庫県議会と兵庫県
商工会議所連合会との懇談会を開催した。
　懇談会には、県・県議会幹部や県内18商工会議所の代表
らが出席。川崎会頭は、外国人を含めた多様な人材が活躍
できる環境整備や地域産業への支援拡充、神戸空港国際化
を機とした交流人口の拡大策などを要望した。齋藤知事や
山口議長からは、兵庫県の取り組みや各意見・要望への認
識が示され、さらなる連携強化を相互に確認した。

　当商工会議所と神戸大学経済経営研究所の共催で、同研
究所教授の松尾美和氏を講師に迎え、神戸経済経営フォー
ラムを開催した。
　松尾氏は、人口減少やインバウンド需要の取りこぼしな
ど神戸の課題について触れるとともに空港利用拡大により
経済振興に取り組む福岡県など他都市の事例を紹介。
　また、空港国際化を機に地域経済の活性化を図るために
は、「運用時間の拡大や輸送力の強化、周辺都市との連携
がポイントになる」と述べ、アクセス向上や滞在価値創出
に向けた先行投資の重要性を強調した。

　若手社員の特徴や仕事に対する考え方を理解し、部下の
モチベーションを向上させるマネジメント法を習得するた
め、インクレセントの山本真奈美氏を講師に迎え、セミ
ナーを開催した。
　山本氏は、「部下の心に響く指導を行うためには、信頼
関係の土台づくりが重要。日頃のコミュニケーションを大
切にすべき」と強調した。
　参加者からは、「世代間のギャップやズレを改めて理解
できた。時間をかけて部下の気持ちに寄り添い、良好な関
係を築いていきたい」との声が聞かれた。

　神戸スポーツ産業懇話会は、教員の働き方改革や少子化
を背景に、全国的に取り組みが進む「部活動の地域展開」
をテーマに、兵庫県と神戸市における進捗状況や課題、企
業参入の実情について学ぶセミナーを開催した。
　神戸市教育委員会事務局の永井伸晃氏は、本年9月から
本格始動する「KOBE◆KATSU（コベカツ）」について
説明。登録クラブを検索できる専用Webサイトや会費負担
を軽減する　“コベカツ支援基金”　などのサポート体制を紹介
した。
　兵庫県教育委員会事務局の鵜野敬二郎氏は、自治体と地

域・企業が連携した部活動の支援体制を説明し、地元企業
の積極的な参画を呼びかけた。
　また、地元企業の参入事例の紹介では、放送や動画発信
に取り組む　“放送ブロードキャスティングクラブ”　の能崎ま
ゆみ氏と、指導者と部活動とのマッチングプラットフォー
ムを提供する神戸大学起業部　“Plastruclub”　の森下日菜子
氏が登壇。資金確保などの運営上の課題や企業の具体的な
関わり方などについて説明した。
　セミナー後には、登壇者や参加者同士での交流が活発に
行われた。

訃報

高﨑正弘  元副会頭を偲ぶ

　当商工会議所名誉議員（元副会頭）の高﨑正弘氏（㈱三井
住友銀行名誉顧問、享年90歳）が去る3月15日、ご逝去され
ました。
　平成13（2001）年から平成19（2007）年まで2期6年にわ
たり当商工会議所副会頭を務められ、この間、中小企業支援
の牽引役として力強いリーダーシップを発揮し、特に、中小企
業支援機関の包括的な連携の枠組みづくりや兵庫県中小企
業再生支援協議会（現在の兵庫県中小企業活性化協議会）
の設立において主導的な役割を果たされました。
　ご生前のご功績を称え、謹んでご冥福をお祈りいたします。
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